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(2)第 1 次世界大戦以前のピカソの「第1期古典時代」と「第2期古典時代」との差異 
(3)「第2期古典時代」の背景: 「秩序への回帰」の限界と 20 世紀初期フランスの古典主義 
4. ピカソの「古典主義」に関する先行研究 
(1)1930 年代 
(2)1950 年代-1960 年代 






第I章 ピカソの肖像画と水浴図におけるアングルの影響――1920 年前後の作品を中心に 
はじめに 
1.ピカソとアングルの親和性――アングルとの 2 度の邂逅 
1-1. 最初の出会い――第1期古典時代(1905 年中頃-1906 年中頃) 
(1)モントーバンのアングル美術館 
(2)ピカソとアングル展 












































































































































それと第 2 期古典時代との共通点と相違点が明確にされていない。 














のであり、発展史的モダニズム観を覆す 1 つの視座となり得る。 
３．これも十分とはいえないまでも、古典的な様式と古典的図像とがともに論じられることで、特定の形
による意味の記憶という問題が、提示されている点。これは、20 世紀の初めにアビ・ヴァールブルクが
「ムネモシュネ・アトラス」で試みたような、形と意味の結びつきの問題につながり、ピカソ研究に新た
な地平を開くものである。 
いずれにしても、ピカソという間違いなく 20 世紀最大の影響力と存在感を持った、膨大な先行研究の
蓄積がある画家に果敢に挑戦し、その一見謎めいた古典回帰に対していくつもの具体的なイメージ・ソ
ースの可能性を示唆し、なおかつその古典回帰が古典主義的美とは異なるデフォルメを基本としている
という新しい知見をもたらしている点で、塚田氏の論文は､今後のピカソ研究のみならず、20 世紀美術史
に具体的に寄与するものと評価できる。 
